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ビンブラスチン 6mg/m2

⑥
生食 100mL 30分以内に

点滴ダカルバジン 375mg/m2

③

　生食 50mL

全開で　パロノセトロン(アロキシ) 0.75mg

　デキサメタゾン 13.2mg

ドキソルビシン 25mg/m2

ブレンツキシマブ

ベドチン

(アドセトリス)

1.2mg/kg

生食 100mL

②

投与量 点滴時間

単位

体重が100kgを超える場合は100kgとして計算すること(1回あたりの最大投与量は120mg)

制吐目的にアプレピタント(イメンド、プロイメンド)の投与を検討すること

ダカルバジンは光により血管痛の頻度が上昇するため、調製および投与は遮光下で行うこと(ルートも遮光すること)

※ドキソルビシンによる心毒性予防のため、累積投与量は500mg/m2を超えないように注意すること

Day 1, 15

《メイン》

投与

生食

投与薬剤名

注意事項など

ルートキープ①

投与量

30分以上か

けて点滴

⑤
生食 50mL

全開で

漏

出

A＋AVD療法

ブレンツキシマブ-ベドチン＋ドキソルビシン+ビンブラスチン+ダカルバジン

レジメン番号 悪性リンパ腫(ML)ー045 診療科名 血液内科

投与量薬剤名
1 (週) 2 3 4

がん腫など

がん化学療法レジメン

登録日

レジメン名

H30.11.8

レジメン補足

■ 必要

第1版 改訂日

初回入院実施区分 □ 入院のみ　■ 入院及び外来

未治療のCD30陽性のホジキンリンパ腫

⑦ ①の残りの生食でフラッシュ

ドキソルビシン

(アドリアシン)
25mg/m2

ビンブラスチン

(エクザール)
6mg/m2

(MAX：10mg)

ダカルバジン

順序 投与方法

■有 （　6　コース）

375mg/m2

点滴時間

１コース期間 28　日 目標コース数

《側管》

投与
投与薬剤名

□無 （PDまで）

Day1, 15：3時間

500mL

点滴時間

順序 単位 投与方法

④
生食 100mL 30分

点滴

　注射用水 必要量

　ブレンツキシマブ-ベドチン 1.2mg/kg


